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論 文 内 容 の 要 旨 
北タイ・インタノン山の標高約 1700m 付近の熱帯下部山地林は，15ha の調査区内に 163 種の木
本樹種が共存する多様性の高い森林であり，常緑のブナ科樹種も 8 種が存在している．熱帯山地林
におけるブナ科樹種の同所的な共存に，ニッチの分化が果たす役割を解明するため，調査区内のブナ
科樹種の住み場所および更新ニッチの調査・解析を行った． 
地形軸に沿った各樹種の空間分布の解析では，種ごとに住み場所の偏りと種間の棲み分けが確認され
た．8 種の共存に至るプロセスを推定するため，結実を観察できた 2 種を材料に，種子散布から実生
定着に至る更新過程について更なる検討を行った．Quercus eumorpha Kurz（Qe）と Q. aff. 
brevicalyx A. Camus（Qb）の 2 種はブナ科の中でも特に優占度が高かったが，この 2 種は前者が主
に西側斜面上部，後者はそれ以外に住み場所が分かれていた．2 種の種子の散布と散布後の種子の消
長，稚樹の定着と死亡の追跡調査を行ったところ，Qb では散布種子の 5.6%が稚樹として定着した
が，Qe では 0.3%しか定着しなかった．Qe の稚樹の定着と生存には種子捕食者を飽食させる個体群
レベル，または群集レベルでの大量の結実が必要であると考えられた．また Qe の稚樹は個体あたり
の萌芽本数が Qb よりも多く，定着に成功した稚樹をより長く生存させることで個体群を維持してい
ることが解った．母樹が種子を散布する範囲と，定着稚樹の生存範囲を比較し，Qb では種子の二次
散布の存在を確認した．被陰試験を行うと稚樹の生育の最適照度は２種でほぼ同じであったが，林内
では Qb の稚樹は明るい住み場所で高い生残率を示した．このように，調査地の森林では，住み場所
の分離に加え，種子と稚樹の生残過程，稚樹の萌芽性に関する生態特性の違いがブナ科樹種の共存に
重要な役割を果たすことが判明した． 
 
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
本研究は、東南アジア熱帯山地林の主林冠層で優占するブナ科樹木の多種共存機構を、ニッチ説を
基に解明しようとしたものである。このためタイ北部のドイインタノン国立公園の標高 1700ｍ地点
に面積 15ha の森林調査区を設定し、ブナ科樹木の住み場所を地図化すると共に、当該種の開花、結
実、種子散布、発芽、実生定着に至る樹木更新の一連の過程のモニタリングに加え、光要求度解析の
ための稚樹栽培実験を行い、以下の事項を明らかにした。 
調査区にはブナ科樹木 8 種が出現した。8 種について、住み場所の分布パターンの地形依存性をχ
二乗を指標値とするトーラスランダマイゼーション法で解析した。その結果、8 種について統計的に
有意な地形依存性が確認できた。また、28 通りの 2 種の組み合わせについて、4 地形変量方向で 2
種の住み場所の重なりの有無を検定した。総計 112（28x4）の事例数で、2 例で住み場所の重なりが、
18 例で重なり回避が、92 例で重なりの中立性が認められた。これらの結果は、地形的なニッチ分化
の緩やかな発達を示唆するものである。 
8 種の共存に至るプロセスを推定するため、結実を観察できた 2 種を材料に、種子散布から実生定
着に至る更新過程について更なる検討を行った。Quercus eumorpha Kurz（Qe）と Q. aff. brevicalyx 
A. Camus（Qb）の 2 種はブナ科の中でも特に優占度が高かったが、この 2 種は前者が主に西側斜面
上部、後者はそれ以外に住み場所が分かれていた。2 種の種子の散布と散布後の種子の消長、稚樹の
定着と死亡の追跡調査を行ったところ、Qb では散布種子の 5.6%が稚樹として定着したが、Qe では
0.3%しか定着しなかった。Qe の稚樹の定着と生存には種子捕食者を飽食させる個体群レベル、また
は群集レベルでの大量の結実が必要であると考えられた。また Qe の稚樹は個体あたりの萌芽本数が
Qb よりも多く、定着に成功した稚樹をより長く生存させることで個体群を維持していることが解っ
た。母樹が種子を散布する範囲と、定着稚樹の生存範囲を比較し、Qb では種子の二次散布の存在を
確認した。被陰試験を行うと稚樹の生育の最適照度は 2 種でほぼ同じであったが、林内では Qb の稚
樹は明るい住み場所で高い生残率を示した。このように、調査地の森林では、住み場所の分離に加え、
種子と稚樹の生残過程、稚樹の萌芽性に関する生態特性の違いがブナ科樹種の共存に重要な役割を果
たすことが判明した。 
以上の成果は、これまで未解明であった熱帯山地林の主林冠構成種の個体群維持過程と同属近縁種
の共存機構を明らかにし、かつ熱帯雨林群集の高い種多様性の説明に関するニッチ説の有効性を確認
するもので、博士（理学）に値すると審査した。 
